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三田社会学第4号(1999)

政 治 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論 の 展 開

鶴木 眞

1.慶 応義塾における政治学科の創設と板倉卓三

 新聞の発行は福沢諭吉の手がけた主要 な事業の一つであった。明治13年 冬、福沢が大

隈邸で伊藤博文、井上馨、大隈重信の三参議か ら官報発刊の依頼を受け、熟慮の末、国会

開設 との絡みで承諾 した経緯は、 『福翁 自伝」や福沢諭吉の書簡に明 らかである。この官

報発刊計画は明治14年 の政変によって頓挫 した。 とは言え、この政変によって国会が明

治23年 に開設されることが決定 し、明治15年 には早稲田大学(東 京専門学校)が 大隈

重信により創設され、 「時事新報」が福沢諭吉によって創刊 されたのであった。時事新報

は、慶慮義塾出身者により運営 され、石河幹明、堀江帰一、板倉卓三、伊藤正徳 らを擁 し、

明治中期 から大正末期にかけて最盛期 をむかえ、日本 を代表する新 聞であった。 しか し大

阪への進出が経営的に裏 目に出たことと、関東大震災により打撃 をうけたことで昭和16

年12月 に東京 日々新聞に吸収された。戦後昭和26年 に一時復刊 されたが昭和30年 産

業経済新聞に吸収された。

 慶慮義塾 における政治学科の開設 は、福沢によりは じめられた時事新報の隆盛が背景に

あったことは否定できない。

 明治31年5月 、法科 ・文科 ・理財科のほかに新たに政治科 を設けることを報 じた 「塾

報」は以下の記述がある。

 「政治科 を置いて有為の政治家 を養成する筈な り…本大学は左の希望 を有する者に 必

要なる学問を為 さしむるを以て目的 とする。経済学 を専攻せんとす る者、高等実業に 従

事せんとする者、高等官吏た らんとす る者、政事に従事せんとする者、新聞記者 たらん と

する者」 (「慶応義塾学報」第一号 ・明治31年3月)。

 この新設学科教授陣の中に板倉卓三がいた。 「法学研 究 ・政治学科70周 年記念号」

(1968年5月)に は以下の記述がある。

 「板倉卓造博士は、明治43年 大学政治科教員 となって以来、政治科の育ての親であ り、
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大黒柱 で あった。 …戦後 教壇 を去 って、 時事 新報社 長 に就任 後 も、そ の隠然 た る存 在 は政

治科 の誇 りであ り、大 きな支 えであ った。 昭和26年 第一 回新 聞文 化賞 を受 け、我 が 国学

界、言論 界 の重鎮 であ った。 …政治学 ・政 治哲学 の潮 田江次 、国際 法 の前 原 光男 、社 会学

の米 山桂 三 、政治学 ・日本政 治史の 中村菊男 はその後継 者 であ って、博士 の影響 は広 く深

く未だ に政治学科 に浸透 してい る」 (昭和43年5月)。

 明治43年 に留学 か ら帰 朝 した板倉卓 造 は 「国際公法」 と 「政治学 」 を担 当 したが、著

書 『国民政治時代』(昭 和元年12月 大 岡山書店)に は 「輿 論 を正直 に導 くたが為 には、

人の意 見の 発表宣傳 を 自由 に して、 自ら其 の間 に 自然 の帰結 を得 しめ る こ とが政 道の妙 を

得 た もので あ る」 (p.382)な どの 、大 正 デモ クラ シー を体 現 した リベ ラ リス トの言辞 が

溢れてい る。

2.潮 田江次による 「政治の概念」構成 と政治コミュニケーション論の閉塞;

 京城帝国大学 戸澤 鉄彦教授 との間でなされた論争のでもたらされた帰結の一つ

 一般に理解 されている論争の内容を堀江 堪は次のようにまとめている。

 「多元主義国家論に示唆をえて、国家概念 を論理的前提 とすることな く政治概念を構成

 しようとす る努力が、その頃東京大学 を巣立った一群の若い政治学者たちによってこ

 ころみられた。戸沢教授 は蝋山教授 とともにこの運動の代表であった。

  潮田教授の批判は、戸沢教授が大正12年r国 家学会雑誌」に発表 された 『政治学疑

 義」 には じまる一連の論文や著書の検討を通 じ、これに代表 され る新政治概念 を吟味

 し、ことに戸沢教授の議論 にみ られる政治概念の論理的、方法的難点を指摘 した もの

 であった」 (堀江 堪 「潮 田政治学 における政治概念論争の意味」 『法学研究 ・潮 田

 江次先生 追悼号』p。188-189 昭和45年10月)

 戸澤が 「今に於いては、国家の本質的機能の科学的研究は、科学、少な くとも、各種の

文化科学、即 ち社会学、経済学、法学、教育学、等 々、の見地か らの、国家活動の研究、

或いは、各文化科学の立場か らの国家活動の維持改良のための応用研究、とならざるを得

ない」 (「国家学会雑誌」題50巻12号p.43・44)と しているのに対 し、潮 田の主張は

「然 らば(戸 澤)が 『既 に…社会学、等々が夫々一個の科学 として成立する事を認めて置

きなが ら、国家特有の現象 として政治 を研究対象 とする一個の科学 としての政治学の成立

を認め』 ない 『事は無理だ と」言 わなければならない」 (『 政治の概念」 慶応出版社

昭和19年3月)と 批判 したのであった。 この政治学における方法論論争は、これ以後の
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慶応義塾政治学科の学風 に少なか らずの影響 を与えた。その学風 とは、 「政治はかならず

国家に関連 して起 こって くる現象であ り、それ以外 には政治現象は考えられないとす る立

場」への固執であった(い わゆる政治の 「国家現象説」)。 潮田が 「主権論」 とい う伝統

政治学の概念規定 に関心を示 したのに対 し、戸澤は昭和17年5月 に 『宣伝概論」 (中央

公論社)を 出版するなど社会学 との境界領域に強い関心を示 したのであった。

 行動科学的政治学や政治社会学への取 り組みが慶.,義 塾 の政治学の本流のなかになかな

か組み込 まれなかったことは、 日本における現代政治学の方法論的展開に政治学科専任教

員が必ず しも充分な貢献が出来なかったことと無縁ではあるまい。政治 コミュニケーショ

ン論の立ち上げは、この ような閉塞状況を打ち破ることか ら始められねばならなかった。

3.慶 応義塾における政治学 と社会学の橋渡 し…  米山 桂三

 政治学が潮田によって 「政治の国家現象説」に傾 くなかで、英国のロン ドン大学留学か

ら帰国 した米山桂三は昭和11年 法学部講師に任ぜ られると、 「政治心理学」 と 「社会

学」の講義の担当を命ぜ られた。

 政治学科にはやい時期か ら社会学の講座 を開設 したことは、板倉卓三の慧眼であった。

川合隆男は米山の学風 について、 「戦前期の研究は政治 と人間心理、輿論、宣伝、報道な

ど主に政治心理学 に向け られていたが、第二次世界大戦前後 より主に社会学へ研究関心 を

広げていった」 と記述 している(『 近代日本社会学者小伝」)。 しか し米山の社会学に も

5歳 先輩である潮田の影響は影を落 としていた。例 えば、潮田の 「政治の目的は必ずおの

ずから一体の社会をつ くり出す。 また一体の社会を 目指す行動 は必ず政治 となってあらわ

れる。…一体の社会 を想定す ることなしに政治 とい うことを考える事は出来ないのであ

る」 とする主張は、米山の以下の如き輿論の定義のなかに見事に反映 している。

 「本来輿論を中心に して現実に生起する輿論現象なるものは、それが多数者の行為 を現

実に統一せ しめるところにある。 しか るに社会の多数者が、その個人的意見か らにせ よ、

或いはまた民論 に於いてにせよ、一定の状況 において単 に肯定的にか否定的にか反応 して

いるとか、或いはまた何等かの意見を抱いているというだけでは、現実に多数者 をして統

一的 な行為に まで導 くことはな く、従って現実 に輿論現象なるもの も生起 しないのであ

る。」 (米山桂三 『輿論』、 「社会学大系 第12巻 田辺寿利 責任編集 「輿 論 と政

治」昭和23年11月 国立書院 p.49,52)

 戦前の米山の著書には 「大東亜共栄圏」 を創設 し維持するための輿論指導や政治宣伝の

54



特集II:三 田 にお けるマ ス ・コミュニケーシ ョン研究の系譜 と展開

あ りかた を熱 を込 めて 説い てい る。 に もかか わ らず 、戦後 の米 山 自身の弁 は以下 の とお り

であ る。

 「今 日まで私 は、 断続 的 にで はあ るが輿論 の研 究 を続 け て きたので あっ て、戦争 中 には

 『戦争 と輿 論」 とい う論 文(昭 和17年)やr思 想 闘争 と宣伝 』 とい う著書(昭 和18

 年)な どを書 い たが、 …私 は宣伝 ばか りに頼 って国民 を引 っ張 って ゆこ う として い る ヒ

 トラーはい つか は息 切 れが して しまって 、忍耐強 く国民 のr輿 論』 的支持 の あ る態勢 を

 整 え よう としてい る イギ リスに勝 つ ことは不 可能 で あろ う とい う点 を指摘 してお いたの

 であった。

  そのた め に昭和18年 の暮 には憲兵隊 に引 張 られて取 り調べ を受 け、今 後 一切 そ の よ

 うな 「輿 論」論 議 を しない とい う誓約書 を書 か されて一応 放免 に なっ た。 」 (「 輿論 か

 世論 か」 『米 山 桂三」p179 1973年)。

 米 山に とって この戦 中の不運 は敗 戦後の幸 運 となった。 昭和21年 の夏、 占領軍 総司令

部 民 間情 報教 育局 の勧告 に基づ いて慶 応義塾 で も大学 ジ ャーナ リズ ム教 育機 関が設 置 され

る ことになったか らである。米山 はこの 間の事情 を以 下の よ うに記述 してい る。

 「とこ ろで総 司令部 の期待 は、 日本 に もア メ リカ流 の新 聞学 部乃至 は新 聞学科 を設 置す

 るこ とで あった ら しく、特 に ミズ リー大学 の新 聞学部 長モ ッ ト博士 を招 いて総 司令 部 は

 その方 針 を貫 くはずで あ った。 しか しわた くしは、 わた くしの年 来の考 え方 の外 に、 日

 本新 聞界 の伝 統 もあわせ 考慮 して、総 司令 部案 を鵜 呑 み にす る こ とを拒否 す る決心 を固

 めたのであ った。

  こ う して昭和21年9月 に誕 生 した もの が 『慶 応 義 塾大 学 新 聞研 究 室』 で あ る。」

  (「塾」慶応義塾 、1971年 No.5)。

 政 治学科 のみ な らず慶..義 塾 の マス コ ミ、 ジ ャー ナ リズ ム研 究 は、米 山桂三 に よ って敗

戦後 に独 立 した研 究領域 と して、 また独 立 した講 座 と して確 立 された。 米 山は戦前 の 「宣

伝 研 究」 か ら戦後 の 「マ スコ ミュニケ ーシ ョン研 究」へ の時 代的潮 流変化 を、直感 的 に認

識 す る事 が 出来 た。 しか し米 山が依拠 した学 問領域 はあ くまで社 会 学 であ ったの で、後 に

政 治学科 におけ る 「政 治的 コ ミュニ ケー シ ョン研 究」 が立 ち上 が るに は、鶴木 や弟子 の大

石 に よって社会学や社会心理 学の相対化の過程 が必 要であ った。

4.慶 雁 義塾 にお ける政治 コミュニケー シ ョン研究 の開拓 者 …  中村 菊男

 慶 応義塾 における 「マス ・コミュニケ ーシ ョン論」 の開講 …  生 田 正輝
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 潮田 と米山の影響は、政治学科第三世代の中村 と生田によって受け継がれた。中村 は米

山の影響 を受けつつ も、潮田の政治学 を 「政治心理学」の中で継承することを目指 した。

一方、生田は潮田の影響 を受けつつ も、米山の社会学 を 「マスコミュニケーション論」 と

いう新 しい領域 において継承 した。中村 も生田 も米 山という窓口を通 じて行動科学を吸収

したのである。

 中村 は、 「政治心理学の開拓すべ き分野は、従来の政治学 と社会心理学 との交錯する領

域において可能であるか も知れない」 とし、 「従来の固有の政治学(政 治静態学)を 補充

する政治心理学(政 治動態学)の 生誕 を期待 し、 より明確 な政治現象の解明をしようとす

るのである」 (「政治心理学」有信堂昭和32年5月p.27)と 主張する。そして 「多元論

者達が政治過程の研究に新道 をひらいたことは斯学 の発展にとって望 ましいことであっ

た」 としなが らも、 「『政治概念』の構成にあたって潮田江次教授の学説か ら決定的に影

響 を受けた」 としている(法 学研究 「潮田先生追悼論文集」p.31昭 和45年10月)。

中村は 「国家現象説」の継受と 「行動科学」の新たな受容とをどの ように両立 させるかに

孤軍奮闘する 「政治学者」 を演 じることとなった。 とは言え中村 はその作業の中か ら、政

治的コミュニケーション研究への展望 を、或いはコミュニケーション現象への政治学的ア

プローチの展望 を拓 くための有益な示唆をしている。

 「大戦後 における著 しい社会的変化は都会化的傾向の一層の拡大であ り、政治における

 大衆活動の役割の増大 したこ とである。…換 言すれば高度の被暗示性状態 に(人 々

 を)置 き彼 らをして容易に群衆化せ しめ、印刷文化の発達 に伴 う報道機関の整備お よ

 びその迅速化 、各種の宣伝技術手段 の発達、交通 ・通信網の整備拡充複雑化 による

  『似非環境」の支配は間接的経験の機会 を多か らしめ、現代人の頭脳 は新聞、ラジオ、

 テ レビ、映画等 の暗示 、宣伝 によって知 らず知 らず影響 を受けつつあ る種の鋳型

  (Stereotypes)に はめ られ、血縁や伝統に基礎 を置 く社会関係の親和力の代わ りに利害

 や イデオロギーが個々の人間を有効に集団に結びつける接着剤 として奉仕す るに至っ

 た。」 (前掲 「政治心理学」有信堂p.24-25)

 生田正輝は慶応で 「マスコミュニケーシ ョン論」 (法学部 ・新聞研 ・共通科 目)の 講座

を初めて担当 したが、その特徴は社会心理学の研究成果を援用 した社会学的マスコミュニ

ケーシ ョン論であった。このため昭和初期か ら戸坂潤、岡邦男、三枝博音 らが雑誌 『唯物

論研究」に依拠 して展開 した、鹿子木員信 らの国家主義哲学あるいは西田幾太郎 らの自由

主義哲学 とのイデオロギー闘争や、戦後において継承 したマルクス主義的ジャーナリズム
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論へ 学問 的 に も運動論 的 に も全 く関心 を示 さなか った。 この こ とは政 治 コ ミュニケ ーシ ョ

ン論 の立 ち上 げに は阻害要 因 となった。 しか し生 田は、社 会 を 「トー タルな コ ミュニ ケー

シ ョンの 過程」 と して捉 える視点 を提起 した。す なわ ち資 本主義社 会 のマ ス メデ ィアは大

衆 説得の 媒体 であ るか ら とい って も、支 配勢力 の イデ オロギ ーの宣伝 媒体 その ものあ るわ

けではない。言い換 えれば、本 来マス メディアは社 会的情報伝達 の道具 の一つ なの であ り、

他 の社会 的情報伝 達手 段(例 えば電話 や対面 的会話 、選挙 による政治 的意思 の表 明 な ど)

との関連 の 中で どの ような情 報が マス メデ ィア とい う媒体 を通 して流 され てい るかが 問題

であ る とす る学 問 的立場 を とった。生 田 はこの立場 か ら、一方 にお いて現 代 日本 の新 聞批

判 などの評論活 動 も行 ってたが 、他方 にお いて早 くか らの世論 過程 の研 究 や また後 の現 代

日本社 会の情報化過程 の状況 に関心 を示 した。

 生田の 基本 的関心 はあ くまで も社会学 や社 会心理 学 に依 拠 した米 山 のマス コ ミュニケ ー

シ ョン論 の継 承 と展開 であ った。生 田の努 力 ・助 言 ・指 導 に よ り慶 応義塾 の マス コ ミュニ

ケ ーシ ョン研 究体 勢が確 立 した。大学 院政 治学研 究科博 士課 程 にお い て生 田を指導教授 と

した者 には、鶴木 眞(政 治 コ ミュニケ ーシ ョン研 究)、 伊藤 陽一(国 際 コ ミュニ ケー シ ョ

ン研 究 ・慶 応湘南 藤沢 キ ャ ンパ ス)、 真鍋 一 史(世 論研 究 ・関西学 院大 学)が い る。 また

大学 院社会学研 究科 において は小川浩一(マ ス コ ミュニケーシ ョン論 ・東海大学)が いる。

 政 治 コ ミュニケー シ ョン研 究 は、堀 江堪 、 内山秀夫 らの ア ドヴ ァイス を受 け なが ら生 田

の 後継者 であ る鶴木 眞(前 法学部教授)に よって 「政治へ の コ ミュニケ ーシ ョン ・アプロ

ーチ」 と して 問題領域 の総論 的模索 が な され た。 この作業 を引 き継 ぎ、各論 的 な方法論 を

立 ち上 げ る作業 は鶴木 の後継 者 であ る大 石裕(政 治 コ ミュニ ケー シ ョン論 ・慶応 大学)、

本 多周爾(政 治統 合 と国際 コ ミュニケ ー シ ョン ・武 蔵野女 子大学)、 岩 田温(マ ス コ ミ法

制 ・常盤 大学)、 藤 田真文(政 治 ジ ャーナ リズ ム論 ・法政 大学)、 飯 塚浩一(比 較マ ス コ

ミ制 度論 ・東海 大学)、 内藤耕(政 治 的近代化 とマ ス メデ ィア ・静 岡英和 短大)、 三野 裕

之(政 治 過程 の情 報化 ・尚美学 園大学)、 伊藤 高史(政 治言語 とマ ス メデ ィア ・日本新 聞

協 会 《在 ドイッ》)ら に よって手 が け られ てい る。 この系 統 とは別 に 「マス コ ミへの政 治

学 的分析 」 として 、堀 江 の弟子筋 であ る岩井奉 信(常 盤大 学)、 田中康夫(東 海 大学)、

小 川恒 夫(東 海大学)、 岩渕美 克(日 本大学)ら がいる。

(つるき まこと 東京大学社会情報研究所)
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